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平成 16（2004）年度理事会活動のまとめ 

平成 16 年度もあと一ヶ月あまりです。3月 5日には本補習

校での出来事や理事会の活動などを会員各位にご報告しご議

論いただく今年度通常総会が開催されます。今月号の「やま

なみ」では、今年度理事会活動のまとめを総会に先立ってお

知らせします。総会ではここに要約されているアウトライン

に沿ってより詳細に理事会活動を報告いたします。 

以下、まず、全体を概観し、総務、学務、財務、法規の各

委員会別にまとめます。 

【概観】 

理事会・学校運営の透明化、効率化をすすめ、喫緊の課題

である高等部の運営問題や安全対策などに取り組みました。 

「透明化」については、理事会通信「やまなみ」の発行、

Bylaws や細則の改定・策定等を行い、それらを学校ホームペ

ージでもお知らせしました。 

「効率化」については、データベースの整備、経費の削減

や資金運用の効率化、企業からの寄付の依頼等に努めました

が、高等部管理職採用や児童・生徒数の減少により、授業料

値上げに踏み切らざるを得ませんでした。 

高等部は、存続の方向を決め、職員の採用や引継ぎなど来

年度にそなえ体制を整備しました。 

【総務委員会】 

 (1)安全管理の改善： 

まず、現状を把握するため、4 校の実地検分を行い、対策

の必要な安全懸念シナリオを検討しました。その結果、発生

する頻度が高く被害が甚大となる恐れのある事象が発生する

可能性は低いものの、昨今の社会情勢に鑑み緊急連絡網の構

築が必要であることを確認しました(「やまなみ」7号)。 

昨夏は小 SF 校のボヤ、小 SJ 校の工事等、安全が懸念され

る事例が発生しました。同種の事例の発生防止、および発生

時の適切な対応に役立てるべくそれらを分析し今後の指針と

しました（同 4号、5号）。 

各校で警備員の勤務状況を見直しました。現在、種々の形

態での警備も視野に入れて、派遣教員のアドバイスを受け対

応策を検討しています。 

中高部生徒登下校における保護者の送迎に関する規則や駐

車場当番の意義と役割を再確認し保護者各位のご協力をお願

いしました（同 6号、9号）。 

(2)業務の効率化と環境改善： 

長年、業務効率化の切り札として実現が待たれていたデー

タベースシステムの開発に着手し試験運用を行いました。来

年度の正式運用開始を目指し、現在鋭意調整中です（同 6 号）。

データベースには各家庭の緊急連絡先なども記録され、従来

よりも頻繁に修正や更新ができるため、これも累年の課題で

あった緊急連絡網構築がようやく現実のものとして視野に入

ってきました。その構築のための基礎的な検討を今年度行い

ました(同 7 号)。データベースシステムの順調な運用を確認

し次第、実現に向けた作業が来年度開始される予定です。 

事務局の環境改善に着手し現在の場所で新規採用管理職等

を吸収することができました(同 9号)。 

【学務委員会】 

(1)高等部運営： 

一昨年度からの懸案に対し、高等部存続を最終的に決定し、

その組織、人事、授業内容などにつき検討を行いました(同 4

号、5号)。管理責任を明確にするため、理事会メンバーが高

等部校長を兼任する体制をとし、実際の教育現場には、専任

の管理職をおくこととしました。決定までの経緯について保

護者と教員に対し説明会を開催しました(同 5号、6号)。 

公募の結果 2 名の教頭予定者を採用しました(同 8 号)。来

年度は継続性を重視し現在のカリキュラムを踏襲することと

しました。来年度からの円滑な運営を目指し、現在、派遣教

員から教頭就任予定の先生への引継ぎ作業が精力的に進めら

れています。 

(2)年間行事のスケジュール検討： 

運動会、夏期集中学習など、できるだけ多くの児童・生徒

が参加・出席できるよう、日程の見直しを含めて調査・検討

を行いました。しかし、借用校のスケジュール等の都合によ

り、来年度夏期集中学習日程については選択の余地が非常に

小さいことが判明しました。集中学習期間中の時間割などで

対応ができないか等、更に検討を進めています。 

(3)現地採用教員との対話： 

従来から春(中高部)と秋(小学部)に実施していた「理事の

学校訪問」(同 3 号、6 号)に加え、年度末の教員面談に理事

会も陪席し、雇用・職場環境の側面から現場の声を聞くこと

に務めました。 

【財務委員会】 

(1)事務効率化： 

データベースの整備において、主に財務上の業務に必要な

機能について策定を行いました。新たに運用を予定されてい

るデータベースにより、財務業務のいっそうの効率化が実現

することになりました。 

(2)授業料見直し： 

多方面からの検討の結果、2005 年 4 月から授業料を改定す

ることとなりました(同 9号)。 

(3)コスト削減及び増収策： 

大口定期預金更改の際、入札を実施し、利息増収を図りま

した。また、当地の日系企業からの寄付をお願いし、数社か

らお申し出をいただきました(同 8号、9 号、10 号)。 

【法規委員会】 

昨年度の法規委員会からの引継ぎ事項は、(1)理事選出方法

の見直し、(2)Bylaws の見直し（実態に即した内容への改定）

の 2点でした。 

理事選出に関しては、昨年、補習校開闢以来初めての理事

選挙が実施されましたが、手続き面で不十分だったこともあ

り、これを契機に、理事の構成や選挙方法の見直し等根本的



なところから理事会では論議されました。その結果、理事の

構成等基本的枠組みについては現在のもので問題ないが、選

出方法については、より透明性・公正性を高めるべく規定を

整備するべきであるとの結論となり、「選挙細則」を制定し

ました(同 6号、7号、8号、9号)。 
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Bylaws の見直しに関しては、理事会の運営の効率化、透明

化を図るべく検討を重ね、法人会員の子女の優先入学規定な

ど、現在の実態に即していない規定を改定するとともに、「運

営細則」を制定し従来曖昧だった規定を整備・明確化しまし

た。あわせて、評議会についても、理事会が設置する諮問機

関としての位置付けを明確化しました(同 2号)。 

「選挙細則」「運営細則」については、既に「やまなみ」8

号で概要を報告し、条文および解説を補習校 HP に掲載してい

ます。Bylaws の改定につきましては、通常総会にて報告（理

事会の決議で改定できる条文）および議題（総会決議が必要

な条文）として審議いただきます。内容は、総会のご案内状

に資料を添付する予定です。 

平成 16 年度通常総会開催のお知らせ 

平成 16 年度サンフランシスコ日本語補習校通常総会を、

Bylaws（定款）第 10 条の規定に基づき、下記のとおり開催い

たします。  

日時： 平成 17（2005）年 3 月 5日（土）午前 9 時 30 分より   

場所： 小学部サンフランシスコ校 カフェテリア 

A.P. Giannini Middle School 

3151 Ortega St., San Francisco, CA94122 

（415）505-7999（土曜日のみ）            

今回の総会の議案の中には「Bylaws 第 14 条（理事会の選

任）の改定」など総会での議決承認事項がございますので、

別途資料をあらかじめ送付させて頂きます。欠席の場合は、

同封の委任状にご記入の上事務局までご提出くださいますよ

うお願いいたします。          

なお、上記総会終了後同会場にて引き続き保護者会総会が

開催されます。  

北加日本商工会議所より本校に寄付 

北加日本商工会議所様より、本校の教育活動に役立ててい

ただきたいとのご趣旨で、8000 ドルのご寄付をいただきまし

た。ご趣旨にそえるよう、使途について理事会で検討を進め

ております。謹んで御礼申し上げます。 

 

写真向かって、右側が松崎基泰・北加日本商工会議所会頭

（富士通アメリカ株式会社社長）、左は山崎啓二理事長。 

人事異動 

退職 中高 SJ  飯塚文江 （2月 5 日付） 

採用 中高 SJ  西山明子 （2月 5 日付） 

休職  小 SF  石井昭子 （2月 5 日付） 

採用  小 SF 宇井元美 （2月 12 日付） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

事務局よりお知らせ 

2 月・3 月の主な行事予定

月 日 行事予定 

2 19 特別授業日（小 SF）、教育講演会（SJ 地区） 

2 26 教育講演会（SF 地区）、中高部期末テスト 

3 5 通常総会、保護者会合同総会 

3 12 中高部特別授業日 

3 19 平成 16 年度卒業式、修了式（下記参照） 

4 9 平成 17 年度入学式 

平成 16 年度小学部・中学部卒業証書授与式、高等部修
了証書授与式について 

平成 16 年度サンフランシスコ日本語補習校小学部・中学部

卒業証書授与式、ならびに高等部修了証書授与式を下記のと

おり挙行いたします。 卒業生・修了生の保護者の皆様には、

何かとご多用のこととは存じますが、万障お繰り合わせの上、

ご出席くださいますようご案内いたします。 

◎日 時  各校とも 平成 17（2005）年 3月 19 日（土）        

○小学部サンフランシスコ校 

・時間 午後 1時 00 分～午後 2時 00 分             

・場所 A．P．Giannini Middle School（オーディトリアム）      

・下校 3～6年生は午後 2 時 45 分､1･2 年生は午後 1時 35 分        

○小学部サンノゼ校 

・時間  午後 1時 00 分～午後 2時 20 分             

・場所 Cupertino Middle School（マルチユース）       

・下校 3～6年生は午後 2 時 50 分､1･2 年生は午後 1時 35 分         

○中高部サンフランシスコ校 

・時間  午前 10 時 00 分～午前 11 時 00 分                

・場所 Herbert Hoover Middle School（オーディトリアム）           

・下校 午後 2時 30 分                               

○中高部サンノゼ校 

・時間 午前 10 時 00 分～午前 11 時 00 分               

・場所  J.F Kennedy Middle School（体育館）           

・下校 午後 2時 30 分                               

※ 各校とも開式時刻の 10 分前までに、ご入場ください。 

※ 3 月 19 日は、各校とも下校時刻が通常より早くなってお

ります。お間違えのないようにお願いいたします。 

イヤーブックの申込みを忘れた方へ 

イヤーブックのご注文受け付けは、1月 15 日をもって締め

切りました。申込みを忘れた方で、注文を希望される場合は、

事務局まで直接お電話ください。 
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